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　令和２年８月１日、新型コロナウイルスの収束を願い、
鹿児島県建設業青年部会奄美支部によるサプライズ花火が打ち上げられました。



令和２年９月 2

答

コ
ロ
ナ
対
策
の
為
の
庁
内

組
織
の
強
化
、
調
整
や
連
携
、

情
報
の
一
元
化
を
図
り
、
分
か

り
易
い
Ｈ
Ｐ
の
充
実
を
担
っ

て
い
る
。
市
民
の
相
談
の
窓

口
と
な
り
必
要
に
応
じ
て
担

当
部
署
で
対
応
し
て
い
る
。

答

公
表
さ
れ
る
情
報
は
感

染
防
止
と
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
、
県
が
判
断
を
行
っ

た
上
で
の
公
表
と
な
る
。
市

の
対
応
と
し
て
は
、
県
か
ら

の
情
報
に
基
づ
き
、
迅
速
に

市
長
が
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

答

市
の
担
当
者
を
各
避
難

所
に
配
置
し
、
発
熱
等
、
症

状
の
あ
る
方
に
は
保
健
師
の

い
る
避
難
所
で
対
応
す
る
。

安
全
が
確
保
で
き
る
場
合
に

は
在
宅
や
親
戚
や
友
人
宅
へ

の
避
難
も
検
討
し
て
欲
し
い
。

答

年
内
完
成
、
配
布
を
目
途

に
進
め
て
い
る
。
見
や
す
く

分
か
り
易
い
も
の
に
な
る
。

答

市
の
災
害
対
応
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
奄
美
市
民
の

逃
げ
遅
れ
０
を
目
指
す
為
に

も
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成

の
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

奄
美
大
島
5
市
町
村
並

び
に
県
も
含
め
関
係
機
関
の

連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

化
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

取
り
組
む
。

答

奄
美
市
だ
よ
り
6
月
号

に
掲
載
し
周
知
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
、
今
後
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
地
元
新
聞
、
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
を
活
用
す
る
と
共
に
、

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
の

生
活
支
援
係
な
ど
と
も
連
携

し
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

答

令
和
5
年
度
に
か
け
て
、

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を

行
い
、
順
次
1
人
１
台
の
端

末
整
備
を
行
う
予
定
だ
っ
た

が
、
前
倒
し
で
今
年
度
中
に

全
学
年
を
対
象
に
整
備
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

答

鹿
児
島
県
を
通
し
て
運
輸

安
全
委
員
会
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
今
後
1
年
以
内
に
最

終
結
果
及
び
事
実
認
定
に
つ

い
て
も
、
最
終
結
果
報
告
書

を
も
っ
て
報
告
す
る
。

答

島
内
で
の
種
苗
生
産
に
よ

る
増
養
殖
を
目
指
し
、
実
証
実

験
に
必
要
な
水
槽
等
の
配
備
を

図
る
と
同
時
に
技
術
移
転
の
研

修
等
を
計
画
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
医
療
崩
壊
、
介
護
崩
壊
を

防
ぐ
本
市
の
対
策
に
つ
い
て

〇
県
道
79
号
線
朝
仁
新
町
時

差
式
信
号
や
矢
印
式
信
号
の

導
入
に
つ
い
て

〇
定
期
船
の
欠
航
状
況
に
つ

い
て

　６月１５日から１７日の３日間で１３名の議員が市政全

般にわたる施策の状況や方針などについて、市当局に問い

質しました。要約をご紹介します。

※左記の二次元バーコードを、スマートフォン等のバー

コードリーダーで読み取るか、奄美市議会ホームページで

一般質問の録画中継がご覧いただけます。

１ 奥 輝人
２ 竹山 耕平
３ 栄 ヤスエ
４ 川口 幸義

市政を問う

第２回定例会 一般質問議会録画配信はこちら

１
日
目

２
日
目

３
日
目

議会録画配信 ※質問順に掲載

問

今
後
予
想
さ
れ
る
第
２

波
等
へ
の
教
訓
に
つ
い
て

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
の

シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
種
苗
に
つ
い
て

逃
げ
遅
れ
０
を
目
指
す

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

問

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策

室
の
取
組
に
つ
い
て

１ 弓削 洋平
２ 関 誠之
３ 安田 壮平
４ 橋口 耕太郎

１ 西 公郎
２ 正野 卓矢
３ 﨑田 信正
４ 多田 義一
５ 荒田 幸司

正野 卓矢
（チャレンジ奄美）

西 公郎
（自民党奄美）

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
確
認

さ
れ
た
時
の
情
報
提
供
と
対
応

問

台
風
に
備
え
て
避
難
所
の

体
制
作
り
に
つ
い
て

問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
捗

問

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

い
て

問

奄
美
市
社
協
と
の
連
携

強
化
に
つ
い
て

問

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入

に
つ
い
て

問

令
和
２
年
１
月
８
日
発

生
し
た
航
空
機
事
故
原
因
の

最
終
結
論
に
つ
い
て

問

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
の

シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
種
苗
に
つ
い
て



3 令和２年９月

答

基
準
日
以
降
に
出
生
し
た

子
供
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
と
認
識
を

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
国
の
要
綱
、
目
的
に
準
じ

た
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
た

め
、
給
付
の
対
象
と
し
て
い

な
い
。

答

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
す
べ
て
の
業

種
が
対
象
で
、
国
の
制
度
の

持
続
化
給
付
金
の
対
象
に
な

ら
な
い
、
減
少
幅
20
％
か
ら

50
％
未
満
の
事
業
者
を
支
援

す
る
施
策
で
、
６
月
15
日
現

在
の
申
請
件
数
は
、
71
件
で
、

理
容
・
美
容
業
が
13
件
、
飲

食
業
が
11
件
、
小
売
業
が
10

件
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
水

道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
の

減
免
も
併
せ
て
お
こ
な
っ
て

お
り
、
対
象
外
事
業
所
の
減

免
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

答

経
営
状
況
が
厳
し
い
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
は

該
当
す
る
担
当
課
に
ご
相
談

頂
け
た
ら
対
応
を
検
討
す
る
。

答

全
庁
的
な
視
点
や
広
域

的
な
視
点
か
ら
の
支
援
策
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答

第
２
波
に
備
え
感
染
防
止

対
策
や
医
療
、
検
査
体
制
の

強
化
を
す
す
め
、
生
活
支
援
、

経
済
支
援
策
等
を
と
お
し
、

市
民
の
命
、
健
康
、
暮
ら
し

を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
。

答

現
在
は
、
奄
美
空
港
、
名

瀬
新
港
、
佐
大
熊
港
に
お
い

て
チ
ラ
シ
で
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
５

市
町
村
で
情
報
共
有
を
行
い

な
が
ら
す
す
め
て
い
く
。

答

奄
美
大
島
５
市
町
村
に
よ

る
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
奄

美
大
島
に
お
け
る
検
査
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
機
器
の
設
置
を
、
県

に
対
し
要
望
し
た
。

答

米
軍
機
と
思
わ
れ
る
機

体
に
つ
い
て
は
、
九
州
防
衛

局
か
ら
米
軍
側
に
苦
情
等
の

内
容
を
伝
え
、
住
民
生
活
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
よ
う
求
め
て
お
り
、
今
後

も
粘
り
強
く
対
応
し
て
い
く
。

答

こ
の
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
県
や
他
市
町
村
の
動

向
も
見
据
え
る
と
と
も
に
、

学
校
現
場
の
状
況
を
総
合
的

に
判
断
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
く
。

答

運
行
時
間
の
間
隔
が
２
時

間
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

各
集
落
で
２
度
の
住
民
説
明

会
を
行
っ
て
の
対
応
で
あ
る
。

答

「
岩
石
採
取
計
画
の
認
可

申
請
に
対
す
る
意
見
書
」
で
、

隣
接
す
る
地
域
集
落
か
ら
の

厳
し
い
意
見
に
つ
い
て
記
載

し
、
地
域
集
落
の
意
見
を
重

く
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
な

ど
を
伝
え
た
。
公
害
防
止
協

定
書
は
「
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
」
と
し
、

当
時
の
住
用
村
長
が
立
会
い

者
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

奄
美
市
も
そ
の
責
務
を
果
た

す
必
要
が
あ
る
。
事
業
者
と

集
落
で
の
話
し
合
い
の
場
を

設
け
た
い
。
採
石
法
は
、
地

域
の
意
見
を
踏
ま
え
て
適
正

な
措
置
を
行
う
こ
と
で
、
住

民
の
暮
ら
し
も
守
る
こ
と
が

出
来
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答

落
下
原
因
は
、
外
壁
内
部

の
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
る
も
の
。

腐
食
防
止
等
改
修
を
終
え
て

い
る
。
今
後
も
定
期
点
検
を
行

い
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
優

先
し
て
修
繕
工
事
な
ど
早
急
に

対
応
し
た
い
。
現
在
居
住
さ
れ

て
い
る
方
々
の
意
見
は
、
次
期

「
奄
美
市
住
生
活
基
本
計
画
」

及
び
「
奄
美
市
公
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
」
に
お
い
て
将
来

の
人
口
動
向
や
世
帯
数
の
推
移

予
測
な
ど
考
慮
し
公
営
住
宅

の
担
う
べ
き
必
要
戸
数
や
、
建

て
替
え
・
大
規
模
改
修
・
用
途

廃
止
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

中
で
お
聞
き
す
る
。
個
別
の
修

繕
等
に
つ
い
て
は
早
急
な
対
応

に
努
め
て
お
り
、
担
当
に
連
絡

を
お
願
い
し
た
い
。

戸
玉
集
落
周
辺
の
採
石
場
の

「
採
取
計
画
変
更
」
に
つ
い
て

問

コ
ロ
ナ
対
策
特
別
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
４
月
27
日

以
降
に
出
生
し
た
家
庭
に
対

し
て
対
策
は
取
れ
な
い
の
か

コ
ロ
ナ
対
策
特
別
定
額
給
付
金

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
及
び

米
軍
機
の
低
空
飛
行
に
つ
い
て

﨑田 信正
（日本共産党）

問

住
用
町
戸
玉
集
落
周
辺

の
採
石
場
の
「
採
取
計
画
変

更
」
に
つ
い
て

荒田 幸司
（日本共産党）

問

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
市

長
の
今
後
の
対
応
は

多田 義一
（自民党奄美）

問

下
佐
大
熊
住
宅
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
落
下
に
つ
い
て
安
全

対
策
は
。
住
民
の
「
要
望
を

聞
く
会
」
等
の
開
催
が
必
要

で
は
な
い
か

下佐大熊住宅ｺﾝｸﾘｰﾄ落下
修復前 ( 上 ) 後 ( 下 )

問

事
業
所
支
援
給
付
金
に

つ
い
て
、
１
２
５
０
件
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の

申
請
件
数
と
業
種
比
率
は

問

観
光
業
に
対
す
る
固
定

費
の
減
免
は
で
き
な
い
か

問

し
ま
バ
ス
の
支
援
は
で
き

な
い
か

問

新
型
コ
ロ
ナ
、
今
後
の
水

際
作
戦
は

問

新
型
コ
ロ
ナ
検
査
体
制
は

問

米
軍
機
の
低
空
飛
行
へ
の

対
応
は

問

教
員
「
一
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
」
対
応
は

問

バ
ス
根
瀬
部
・
里
線
の
待

ち
時
間

手作りフェイスシールド
作り方はお問合せください

▼　フェイスシールド型紙



令和２年９月 4

答

①
奄
美
空
港
と
名
瀬
港
・

佐
大
熊
港
に
お
け
る
検
温
・

追
跡
調
査
の
水
際
対
策
の
徹

底
を
県
や
５
市
町
村
で
対
応

し
て
い
く
。
②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
、抗
体
、

抗
原
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
の
設

置
を
５
市
町
村
長
か
ら
県
へ

要
望
書
の
提
出
を
行
っ
た
。

（
そ
の
後
県
病
院
に
導
入
）
③

県
立
大
島
病
院
に
感
染
症
病

床
が
４
床
、
結
核
病
床
１５
床

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
④
鹿

児
島
大
学
病
院
と
連
絡
、
県

が
搬
送
体
制
を
調
整
し
、
自

衛
隊
又
は
海
上
保
安
部
に
ヘ

リ
の
派
遣
要
請
を
行
う
。

　
答

①
委
員
の
権
利
を
阻
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
率
直
な

意
見
交
換
、
意
思
決
定
の
中

立
性
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る

な
ど
を
理
由
に
学
校
教
育
課

長
が
決
定
し
た
。
②
実
効
性

の
あ
る
「
再
発
防
止
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
再
発

防
止
策
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
い
。
会
の
終
了
時
期
は

７
月
14
日
の
第
８
回
委
員
会

と
考
え
て
い
る
。

答

３
密
を
防
ぐ
な
ど
感
染

症
の
予
防
を
実
施
し
、
フ
ッ

化
物
洗
口
の
実
施
に
努
め
る
。

答

離
島
の
不
利
性
を
考
慮
す

る
と
地
元
で
の
早
急
な
検
査

体
制
構
築
は
必
須
。
数
種
類

の
検
査
の
う
ち
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
実
施
が
必
要
と
考
え
、
５

市
町
村
で
県
に
対
し
て
検
査

機
器
設
置
の
要
望
を
行
っ
た
。

答

医
療
従
事
者
や
自
主
的

隔
離
の
た
め
一
定
期
間
自
宅

に
戻
れ
な
い
方
の
受
入
施
設

確
保
は
現
在
行
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
検
討
す
べ
き
重
要

な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

答

市
役
所
内
の
対
策
本
部

会
議
を
招
集
し
、
県
を
ま
た

が
る
移
動
や
不
要
不
急
の
外

出
、
保
育
所
・
学
校
・
施
設

等
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
・

調
整
し
関
係
機
関
へ
伝
達
す

る
。
そ
の
た
め
に
も
平
時
か

ら
５
市
町
村
で
情
報
共
有
を

図
る
。

答

国
の
「
持
続
化
給
付
金
」

も
今
年
創
業
し
た
事
業
者
や

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
申
請
要
件

が
緩
和
さ
れ
て
い
る
の
で
、

市
と
し
て
も
必
要
な
支
援
や

要
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

答

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
に
基
づ
く
中
小
企

業
振
興
会
議
を
活
用
し
て
コ

ロ
ナ
対
策
を
協
議
し
た
い
。

答

９
日
間
分
の
休
業
期
間
に

お
け
る
授
業
時
数
を
確
保
す

る
た
め
に
、
各
学
校
に
お
い

て
１
年
間
を
通
し
て
予
備
時

数
で
対
応
し
た
り
、
行
事
の

精
選
や
、
週
の
授
業
時
数
を

増
や
し
た
り
す
る
な
ど
、
各

学
校
の
実
情
に
応
じ
て
授
業

時
数
を
補
っ
て
い
る
。

答

各
競
技
連
盟
、
協
会
等
に

お
い
て
、
代
替
大
会
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
で

き
る
限
り
の
協
力
を
行
っ
て

い
く
。

答

ま
ず
第
一
に
自
然
観
察
を

楽
し
む
た
め
の
施
設
と
し
て

の
役
割
を
発
揮
す
る
よ
う
活

用
を
図
る
。

答

臨
時
駐
車
場
が
無
く
な

り
、
来
場
者
の
利
便
性
に
直

接
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
、
奄
美
大
島

内
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
施

設
で
あ
り
、
必
要
性
等
に
つ

い
て
研
究
し
、
今
後
の
地
域

振
興
策
を
検
討
す
る
際
の
参

考
と
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見

据
え
た
将
来
の
「
滝
の
町
・

住
用
」
の
位
置
づ
け

問

小
・
中
学
校
に
お
け
る

学
校
再
開
後
の
授
業
時
数
の

現
状
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

第
２
波
に
備
え
た
防
止
の
徹

底
に
つ
い
て　

①
水
際
対
策

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
な
ど
検
査
体
制
の

確
立　

③
医
療
体
制　

④
重

症
者
の
搬
送
体
制

新
型
コ
ロ
ナ
第
２
波
に
備
え
た

防
止
の
徹
底
に
つ
い
て

問

第
二
波
に
備
え
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
な
ど
を
地
元
で
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、

感
染
防
止
も
経
済
も
全
力
で
！

関 誠之
（社会民主党）

弓削洋平
（チャレンジ奄美）

安田 壮平
（チャレンジ奄美）

問

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸
術

に
お
け
る
小
・
中
学
生
の
大

会
等
中
止
に
よ
る
今
後
の
救

済
措
置
に
つ
い
て

問

住
用
町
内
海
公
園
「
へ
ご

観
察
園
」
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て

問

内
海
公
園
自
由
広
場
三

太
郎
の
里
横
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
を
計

画
で
き
な
い
か

問

医
療
従
事
者
や
帰
宅
困

難
者
の
受
入
体
制
確
立
に
向

け
た
取
組
が
で
き
な
い
か

問

今
後
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
際
の
対
応
は

問

「
事
業
所
支
援
給
付
金
」

に
つ
い
て
申
請
状
況
を
見
な
が

ら
申
請
要
件
を
緩
和
し
て
は

問

経
済
の
回
復
に
向
け
て
、

民
間
を
交
え
た
協
議
会
を
立

ち
上
げ
て
政
策
立
案
を
し
て
は

問

再
発
防
止
対
策
委
員
会

の
現
況
と
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て　

①
会
の
議
事
録
の

不
開
示
決
定　

②
会
の
現
況

問

学
校
に
お
け
る
フ
ッ
化

物
洗
口
の
実
施
を
コ
ロ
ナ
感

染
時
は
一
時
中
止
す
べ
き
に

つ
い
て

奄美空港での検温
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答

現
在
17
区
画
中
、
５
区
画

３
事
業
者
の
契
約
に
留
ま
っ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
、
残
り
１２
区
画
の

公
募
予
定
に
つ
い
て
は
未
定
。

社
会
・
経
済
情
勢
な
ど
も
勘

案
し
な
が
ら
、
区
画
割
り
や

価
格
、
公
募
要
件
な
ど
の
調

整
を
行
い
た
い
。

答

名
瀬
港
本
港
地
区
岸
壁

の
直
線
化
整
備
と
あ
わ
せ
、

背
後
の
ふ
頭
再
編
を
計
画
す

る
中
で
県
が
整
備
を
行
う
も

の
。
２
０
１
９
年
度
中
の
設

計
を
予
定
し
て
い
た
が
、
港

湾
関
係
団
体
（
船
舶
会
社
・

荷
役
会
社
）
か
ら
施
設
に
つ

い
て
要
望
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
現
在
も
検
討
中
で
あ
る
。

答

奄
美
豪
雨
災
害
を
教
訓

に
、
近
年
の
巨
大
災
害
へ
の

備
え
と
市
民
の
防
災
・
減
災

意
識
の
醸
成
を
目
的
と
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
10
月
頃
開

催
す
る
検
討
を
進
め
て
い
る
。

答

修
学
旅
行
は
１
学
期
に

予
定
し
て
い
た
学
校
が
11
月

及
び
12
月
に
延
期
。
運
動
会

や
体
育
大
会
は
現
在
実
施
予

定
で
あ
る
が
、
各
学
校
の
実

情
に
応
じ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

拡
大
防
止
の
視
点
か
ら
内
容

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

答

６
月
15
日
現
在
、
減
免
に

関
す
る
相
談
は
１
２
７
件
。

う
ち
減
免
措
置
を
適
用
し
た

件
数
は
71
件
。
水
道
料
金
の

相
談
が
最
も
多
く
、
そ
の
大

半
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
支
払
い
が
困
難

に
な
っ
た
も
の
。
相
談
の
際

は
、
市
の
事
業
所
支
援
給
付

金
や
各
種
支
援
策
、
社
協
が

窓
口
の
緊
急
小
口
融
資
の
紹

介
を
行
っ
て
い
る
。

答

国
な
ど
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
情
報
や
対
策
な

ど
が
日
々
送
付
さ
れ
更
新
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
に
基

づ
き
、
避
難
所
運
営
に
か
か
る

庁
内
説
明
会
を
実
施
し
、
試
験

的
な
開
設
、
確
認
作
業
に
つ
い

て
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

答

本
市
の
フ
レ
イ
ル
検
診
は

９
月
に
実
施
予
定
。
こ
れ
ま

で
の
受
診
率
を
踏
ま
え
約
７

５
０
名
を
予
定
。
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
観
点
か
ら
予

約
制
で
実
施
す
る
。
質
問
票

の
回
答
を
元
に
、
保
健
指
導

や
助
言
を
行
い
重
症
化
予
防

を
推
進
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
定
額
給
付
金
の
支
給
状
況

〇
商
品
券
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
に
つ
い
て

〇
予
防
接
種
の
接
種
状
況

〇
市
の
新
入
職
員
の
研
修

答

令
和
２
年
１
月
以
降
、
ひ

と
月
の
売
上
が
減
少
し
て
い
る

農
家
、
漁
家
に
対
し
て
国
の
持

続
化
給
付
金
ま
た
は
本
市
独

自
の
事
業
所
支
援
給
付
金
な

ど
、補
助
金
を
有
効
に
活
用
し
、

経
営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

答

国
の
雇
用
調
整
助
成
金
や

持
続
化
給
付
金
、
県
の
休
業

等
協
力
金
、
市
の
雇
用
制
度

活
用
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
な
ど

支
援
制
度
を
申
請
し
て
い
る
。

答

昨
年
度
は
申
請
が
な
く
、

実
績
な
し
。
今
年
度
か
ら
カ
ボ

チ
ャ
、
タ
ン
カ
ン
の
化
成
肥
料

の
補
助
か
ら
段
ボ
ー
ル
の
補
助

へ
変
更
。
生
産
物
出
荷
の
挙
証

書
類
で
あ
る
運
送
会
社
の
請
求

書
で
確
認
可
能
に
な
り
、
申
請

者
に
と
っ
て
事
務
負
担
が
特
段

発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

答

現
状
か
ら
判
断
す
る
と
、

配
分
予
算
内
で
の
事
業
で
あ

り
拡
充
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

問

さ
ま
ざ
ま
な
減
免
措
置

な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
る

と
思
う
が
特
に
多
い
相
談
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

問

本
港
地
区
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

事
業
、
今
後
の
公
募
計
画

一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
！

奥 輝人
（自由民主党）

竹山 耕平
（自民党奄美）

問

新
型
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
農

水
産
業
へ
の
対
応
に
つ
い
て

橋口 耕太郎
（公明党）

問

災
害
避
難
所
を
試
験
的

に
開
設
し
「
３
密
」
と
な
ら

な
い
た
め
の
確
認
を
行
う
か

問

介
護
が
必
要
に
な
る
手

前
「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）」
を

防
ぎ
、
健
康
寿
命
を
図
る
た

め
の
75
歳
以
上
を
対
象
と
し

た
フ
レ
イ
ル
検
診
に
つ
い
て

問

奄
美
市
ひ
と
・
も
の
交
流

プ
ラ
ザ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問

農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス

ト
支
援
事
業
（
原
材
料
）
の

実
績
と
改
善
点
に
つ
い
て

問

全
て
の
農
林
水
産
物
に
適

用
で
き
な
い
の
か

問

名
瀬
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
建
設
計
画
に
つ
い
て

問

２
０
１
０
年
10
月
発
生

し
た
奄
美
豪
雨
災
害
か
ら
今

年
で
10
年
を
迎
え
る
。
防
災

対
策
含
む
地
域
と
市
民
へ
の

周
知
に
つ
い
て

問

教
育
行
政
、
運
動
会
や
修

学
旅
行
な
ど
学
校
行
事
等
へ

の
対
応
に
つ
い
て

笠利産モズクの洗浄作業中
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答

奄
美
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
で
要
保
護
者

や
特
定
妊
婦
へ
の
支
援
を
児

童
相
談
所
等
と
連
携
し
て
実

施
の
た
め
に
設
置
。
令
和
２

年
５
月
末
現
在
、
支
援
対
象

児
童
は
１
１
３
名
、
特
定
妊

婦
と
し
て
14
名
把
握
。

答

介
護
保
険
制
度
に
お
け

る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

ひ
と
つ
。
医
療
ニ
ー
ズ
の
高

い
方
が
、
通
い
・
泊
ま
り
・

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
的
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
急
な
泊
ま
り
や

夜
間
の
訪
問
介
護
・
看
護
に

も
対
応
で
き
る
た
め
利
用
者

や
家
族
の
状
況
が
変
わ
っ
た

場
合
で
も
、
臨
機
応
変
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
が
特

徴
。
次
期
高
齢
者
保
健
福
祉
・

介
護
支
援
事
業
に
盛
り
込
む

こ
と
が
適
当
か
を
今
後
の
策

定
委
員
会
の
中
で
議
論
す
る
。

答

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
訪
問

看
護
や
居
宅
介
護
、
児
童
発

達
支
援
等
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
自
宅
で
過
ご

し
て
い
る
現
状
。
家
族
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
も
障
害
児

通
所
支
援
を
実
施
す
る
事
業

者
が
受
け
入
れ
る
よ
う
進
め

る
事
が
重
要
で
あ
る
。

答

が
ん
検
診
の
受
診
を
積

極
的
に
周
知
す
る
。

答

今
年
度
で
事
業
完
了
予
定
。

問

こ
ど
も
の
見
守
り
に
つ
い
て

福
祉
行
政
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

答

万
が
一
、
第
２
波
・
第
３

波
が
起
こ
り
、
感
染
が
拡
大

す
れ
ば
、
十
分
と
は
い
え
な

い
離
島
の
医
療
体
制
は
ひ
っ

迫
の
危
機
に
陥
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
県
や
島
内
５
市
町
村
と

協
力
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。
空
港
及
び
港
に
お
け
る

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
非
接

触
型
体
温
計
に
よ
る
体
温
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
追
跡
調
査
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続

き
実
施
で
き
る
よ
う
、
連
携

を
図
り
た
い
。

答

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
指

定
管
理
施
設
に
つ
い
て
も
、

指
定
管
理
者
の
ご
理
解
の
も

と
、
他
の
指
定
避
難
所
と
同

様
に
、
市
の
職
員
を
配
置
し
、

市
の
責
任
に
お
い
て
運
営
を

行
う
。

答

お
達
者
ご
長
寿
応
援
事

業
の
使
用
用
途
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
居
住
す
る

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を

対
象
に
、
本
市
で
の
バ
ス
利

用
を
含
め
、
タ
ク
シ
ー
や
健

康
施
設
入
浴
施
設
の
利
用
料

金
に
使
用
で
き
る
年
間
５
千

円
分
の
利
用
補
助
券
を
発
行

す
る
も
の
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支

援
事
業
に
つ
い
て

〇
こ
し
ゅ
く
第
一
公
園
バ
ス
停

整
備
事
業
に
つ
い
て

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て
、
収
束
の
兆
し
が
見
え

な
い
中
、
水
際
対
策
が
重
要
な

課
題
と
思
う
が
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て 市

長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て

川口 幸義
（自由民主党）

栄 ヤスエ
（公明党）

問

指
定
管
理
者
へ
の
行
政
と

し
て
の
事
実
上
の
関
与
の
扱
い

に
つ
い
て

問

お
達
者
ご
長
寿
応
援
事
業

に
つ
い
て

問

看
護
小
規
模
多
機
能
事

業
に
つ
い
て

問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
対
象
年
齢
が
終
了

す
る
高
校
１
年
生
へ
の
個
別

通
知
の
必
要
性
に
つ
い
て

問

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境

整
備
の
加
速
化
に
つ
い
て

懲
罰
特
別
委
員
会

 

関
誠
之
議
員
に
対
す
る
懲
罰

動
議
は
、
令
和
２
年
第
１
回

定
例
会
の
本
会
議
に
お
い
て
、

関
誠
之
議
員
が
総
括
質
疑
を

行
っ
た
際
に
、
与
勝
広
議
長

が
所
見
を
述
べ
な
い
よ
う
求

め
た
冒
頭
注
意
や
制
止
に
従

わ
ず
所
見
の
発
言
を
行
っ
た
こ

と
に
対
す
る
も
の
。「
議
長
の

再
三
の
制
止
に
も
か
か
わ
ら

ず
最
後
ま
で
発
言
を
し
続
け

奄
美
市
議
会
の
秩
序
を
乱
し
、

議
会
の
品
位
を
著
し
く
傷
つ

け
た
」
な
ど
と
し
、
懲
罰
を

求
め
た
も
の
で
、
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
。

　

懲
罰
動
議
に
つ
い
て
、
懲

罰
特
別
委
員
会
の
﨑
田
信
正

委
員
長
か
ら
審
査
結
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
委
員
会

で
は
地
方
自
治
法
や
所
見
の

解
釈
に
つ
い
て
委
員
の
意
見

が
分
か
れ
、
結
論
づ
け
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
委
員

よ
り
「
議
長
の
注
意
を
受
け

た
後
、
何
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

な
か
っ
た
、
本
人
が
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
発

言
の
内
容
は
誹
謗
中
傷
で
は

な
い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た

上
で
、
後
日
議
長
か
ら
厳
重

注
意
を
行
う
こ
と
と
し
、
全

会
一
致
で
「
懲
罰
を
科
さ
な
い
」

と
の
結
論
に
至
っ
た
。

請願書や陳情書が
提出できます

市政などに対して意見や要望がある
ときは、市議会に請願書や陳情書等
を提出することができます。
詳しくは議会事務局へお問い合わせ
ください。
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総
務
企
画
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
、
個
人
の
各
種
証
明

や
申
請
に
必
要
な
「
マ
イ
キ
ー 

Ｉ
Ｄ
」
を
設
定
・

普
及
す
る
た
め
の
事
業
。

問

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
を
３
支
所
に

新
た
に
設
置
し
て
、
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
予

定
か
。

答

今
回
の
特
別
定
額
給
付
金
の
よ
う
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
電
子
申
請
す
る
際
は
４
桁
と

６
桁
の
２
種
類
の
暗
証
番
号
の
設
定
が
必
要
。
パ

ソ
コ
ン
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
無
い
な
ど
自
分
で

対
応
で
き
な
い
方
が
設
定
で
き
る
よ
う
に
３
支
所

の
窓
口
で
職
員
が
案
内
し
対
応
す
る
。

常任委員会
第２回定例会

審査概要

奄
美
海
洋
展
示
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
４
４
５
０
万
円

地
域
介
護
基
盤
整
備
事
業
補
助
金　

▼
８
８
５
万
７
０
０
０
円

問

事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
。
な
ぜ
当
初
予
算
で

計
上
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答

具
体
的
な
内
容
は
空
調
機
の
改
修
及
び
水
槽
の
防

水
並
び
に
排
煙
窓
の
改
修
等
で
あ
る
。
当
初
予
算
で
は

奄
美
博
物
館
と
同
様
の
１
億
円
を
計
上
し
て
い
た
が
、

海
洋
展
示
館
は
海
水
を
使
用
す
る
た
め
、
配
線
や
配
管

等
に
特
殊
性
を
生
じ
、
基
本
設
計
・
詳
細
設
計
が
必
要

な
た
め
補
正
予
算
で
追
加
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

新
た
に
設
置
す
る
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護
事
業
所
を
整
備
す
る
た
め
の
補
助
金
。

問

具
体
的
な
事
業
内
容
や
公
募
の
内
容
は
。

答

重
度
者
を
は
じ
め
要
介
護
高
齢
者
の
在
居
宅
生
活

を
支
え
る
た
め
に
、
訪
問
介
護
と
訪
問
看
護
が
連
携

し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
、
事
業
所

に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
利
用
者
と
ボ
タ

ン
一つ
で
連
携
が
取
れ
る
24
時
間
対
応
の
サ
ー
ビ
ス
。

障
害
者
等
の
医
療
費
助
成
制
度
の
現
物
給
付
（
窓
口

無
料
）
を
意
見
書
と
し
て
鹿
児
島
県
に
求
め
る
請
願

▼
採
択
す
べ
き
も
の

請
願
者
よ
り
、「
障
害
を
抱
え
る
方
は
、
病
院
に
掛
か

る
こ
と
が
多
く
、
窓
口
で
の
負
担
に
加
え
何
度
も
役

所
や
薬
局
に
行
く
必
要
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な
負
担

が
あ
る
。
も
し
現
物
給
付
で
あ
れ
ば
、
障
害
を
抱
え

る
方
も
病
院
側
も
、
安
心
し
て
入
院
や
治
療
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
」
と
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
に
よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

大
島
農
業
共
済
事
務
組
合
関
連

（
規
約
変
更
、
解
散
、
財
産
処
分
）

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

▼
採
択
す
べ
き
も
の
（
全
会
一
致
）

陳
情
事
項

１
．
日
本
政
府
に
、
全
国
知
事
会
の
提
言
に
基
づ
き

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
。

議
員
か
ら
の
主
な
意
見

○
奄
美
市
を
含
む
５
市
町
村
が
連
名
で
防
衛
庁
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
軍
機

の
低
空
飛
行
の
回
数
も
増
え
て
い
る
。
身
近
に
そ
う

い
う
事
の
あ
る
自
治
体
と
し
て
、
是
非
、
全
会
一
致

で
採
択
し
て
欲
し
い
。

○
沖
縄
で
起
き
た
事
件
は
、
日
本
の
主
権
が
及
ば
な

い
か
ら
で
あ
る
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
認
め

ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
と
し
て
、
当
然
、
こ
の
地
位

協
定
は
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
全
国
知
事
会
に
お
い

て
も
、
２
年
間
の
協
議
を
経
て
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
キ
ー 

Ｉ
Ｄ
設
定
事
業　
　
　
　
▼
６
７
万
円

問

１
県
１
組
合
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
制
度
運
営
の
安
定
化
、

事
務
賦
課
金
の
低
減
、
共
済
金
支
払
ま
で
の
日
数
短

縮
、
災
害
時
の
迅
速
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
最
高
意
思
決

定
機
関
が
総
代
会
に
な
り
、
農
家
の
意
見
が
届
き
に

く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

朝
仁
海
岸
・
海
岸
線
道
路
整
備
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
継
続
審
査

朝
仁
海
岸
沿
い
の
市
道
拡
幅
、
海
岸
利
用
者
の
駐
車

場
整
備
を
要
望
す
る
も
の
。

海
岸
保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国・

県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
上
、
市
道
の
拡
幅
に
つ

い
て
は
都
市
計
画
と
連
動
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、

朝
仁
海
岸
周
辺
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は

な
い
。
現
況
を
確
認
の
上
、
慎
重
に
審
査
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
継
続
審
査
と
し
た
。

６月２２日 文教厚生委員会
６月２３日 産業建設委員会
６月２４日 総務企画委員会
上記の日程で議案について審査しました。
委員会の審査について一部ご紹介します。

令
和
２
年
度
奄
美
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算　
　
▼
３
１
１
万
７
０
０
０
円　
増

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

答

来
年
の
３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険

証
の
代
わ
り
に
な
る
と
い
う
国
が
進
め
て
い
る
制
度

で
、
保
険
証
の
送
付
の
際
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

書
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
同
封

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

促
進
に
努
め
る
。



令和２年９月 8

請願・陳情の状況
受理番号 件名 提出者 結果 所管委員会

請願第１号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元をはかるための、2021 年度政
府予算に係る意見書採択の請願について

鹿児島県教職員組合　
奄美地区支部奄美地区協議会
議長　岡村　克久

採択 文教厚生

請願第２号
地方財政の充実・強化を求める意見書の採択
について

奄美市職員労働組合
執行委員長　川元　宗徳

採択 総務企画

請願第３号
障害者等の医療費助成制度の現物給付（窓口
無料）を意見書として鹿児島県に求める請願
について

あまみ療育ネットワーク　
代表　白浜　幸高　他１名

採択 文教厚生

陳情第２号 朝仁海岸・海岸線道路整備に関する陳情 屋村　賢良　他６名 継続審査 産業建設

陳情第３号
瀬戸内分屯地，貯蔵庫地区・大型弾薬庫建設
中止の奄美市議会決議を求める陳情

戦争のための自衛隊配備に反
対する奄美ネット
代表　城村　典文

不採択 総務企画

【 

●
反
対
数 

】

３

8

１７

【 

○
賛
成
数 

】

１７

１２

３

議員名（議席番号順）

多
田　

義
一

〇

●

●

橋
口　

和
仁

〇

●

●

竹
山　

耕
平

〇

●

●

与　

勝

広

-

-

-

元
野　

景
一

欠
席

欠
席

欠
席

伊
東　

隆
吉

〇

〇

●

川
口　

幸
義

〇

〇

●

奥　

輝

人

〇

〇

●

関　

誠

之

〇

〇

〇

西　

公

郎

〇

●

●

林
山　

克
巳

〇

〇

●

松
山 

さ
お
り

〇

●

●

大
迫　

勝
史

●

●

●

栄　

ヤ
ス
エ

●

●

●

橋
口 

耕
太
郎

●

●

●

安
田　

壮
平

〇

〇

●

﨑
田　

信
正

〇

〇

〇

荒
田　

幸
司

〇

〇

〇

奥　

晃

郎

〇

〇

●

永
田　

清
裕

〇

〇

●

弓
削　

洋
平

〇

〇

●

正
野　

卓
矢

〇

〇

●

議案番号・件名

請願第１号
教職員定数改善と義務教育費国庫
負担制度２分の１復元をはかるた
めの、2021 年度政府予算に係る
意見書採択の請願について

請願第２号
地方財政の充実・強化を求める意
見書の採択について

陳情第３号
瀬戸内分屯地，貯蔵庫地区・大型
弾薬庫建設中止の奄美市議会決議
を求める陳情

賛否が分かれた案件
賛否が分かれた案件を議員ごとに掲載しています。（ 〇は賛成・●は反対 ）  ※与勝広議員は議長職の為、表決権はありません。

発議第２号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる
ための，2021 年度政府予算に係る意見書の提出について

原案可決 本会議

発議第３号
障害者等（重度心身障害者）の医療費助成制度の現物給付方式の
実施を求める意見書の提出について

原案可決 本会議

発議第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 原案可決 本会議

発議第５号 日米地位協定の見直しを求める意見書の提出について 原案可決 本会議

議案第 54 号 令和２年度奄美市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決 本会議

関誠之議員に対する懲罰について
懲罰を

科さない
懲罰特別
委員会

受理番号 件名 提出者 結果 所管委員会

令和元年
陳情第９号

日米地位協定の見直しを求める陳情
奄美民主団体協議会
会長　荒田　まゆみ

採択 総務企画

前議会からの継続審査事件
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議案等番号 件名 議決結果 付託委員会

令和元年度奄美市一般会計予算繰越明許費繰越計算書

令和元年度奄美市一般会計予算事故繰越し繰越計算書

令和元年度奄美市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算繰
越明許費繰越計算書

令和元年度奄美市公共下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書

令和元年度奄美市農業集落排水事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書

令和元年度奄美市水道事業会計予算繰越計算書

令和元年度奄美市債権管理条例第 17 条第１項に伴う債権放棄報告書

市営住宅明渡し等請求に関する訴訟の提起について（専決第 10 号）

和解及び損害賠償の額を定めることについて（専決第 12 号）

報告第１号
専決処分の承認を求めることについて（専決第２号　奄美市介護
保険条例の一部を改正する条例の制定について）

承認 本会議

報告第２号
専決処分の承認を求めることについて（専決第３号　奄美市税条
例等の一部を改正する条例の制定について）

承認 本会議

報告第３号
専決処分の承認を求めることについて（専決第４号　奄美市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

承認 本会議

報告第４号
専決処分の承認を求めることについて（専決第５号　令和元年度
奄美市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）

承認 本会議

報告第５号
専決処分の承認を求めることについて（専決第６号　奄美市国民
健康保険条例の一部を改正する条例の制定について）

承認 本会議

報告第６号
専決処分の承認を求めることについて（専決第７号　奄美市後期
高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

承認 本会議

報告第７号
専決処分の承認を求めることについて（専決第８号　奄美市税条
例の一部を改正する条例の制定について）

承認 本会議

報告第８号
専決処分の承認を求めることについて（専決第９号　令和２年度
奄美市一般会計補正予算（第１号）について）

承認 本会議

報告第９号
専決処分の承認を求めることについて（専決第 11 号　令和２年
度奄美市一般会計補正予算（第２号）について

承認 本会議

議案第 42 号 令和２年度奄美市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決 全委員会

議案第 43 号 令和２年度奄美市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決 文教厚生

議案第 44 号 令和２年度奄美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決 文教厚生

議案第 45 号 令和２年度奄美市と畜場特別会計補正予算（第１号）について 原案可決 文教厚生

議案第 46 号
奄美市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

原案可決 文教厚生

議案第 47 号 奄美市漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 産業建設

議案第 48 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 原案可決 総務企画

議案第 49 号 工事請負契約の変更契約の締結について 原案可決 文教厚生

議案第 50 号 工事請負契約の変更契約の締結について 原案可決 文教厚生

議案第 51 号 大島農業共済事務組合規約の変更に関する協議について 原案可決 産業建設

議案第 52 号 大島農業共済事務組合の解散に関する協議について 原案可決 産業建設

議案第 53 号 大島農業共済事務組合の解散に伴う財産処分に関する協議について 原案可決 産業建設

第２回定例会の議案
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政務活動費とは、奄美市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付さ
れるものです。年度初めに１年分を会派又は議員に交付し、年度終わりに年間の収支報告などを議長に提
出しています。なお、平成 31 年度 ( 令和元年度 ) については改選のため２回に分けて交付されました。支
出額が上限に達しない場合、残額は市へ返還されます。

議員１人当たり月額２万 2,500 円　計９万円を上限に交付し
全体の交付申請額 198 万円のうち 125 万円（ 63.1％ ）を活用しました

令和元年１２月 ～ 令和２年３月

項目
〈支出額の使途〉

支出額
合計

政務活動
費の

支出額
市への
返還金調査

研究費 研修費 広報費
要請
陳情

活動費
資料

作成費
資料

購入費
事務所

費

共産党 
﨑田 信正 
荒田 幸司

20,209 108,550 128,759 128,759 51,241

橋口 耕太郎 24,288 24,288 24,288 65,712

与 勝広 22,650 23,110 45,760 45,760 44,240

大迫 勝史 35,871 5,500 41,371 41,371 48,629

栄 ヤスエ 25,843 5,500 31,343 31,343 58,657

関 誠之 81,900 20,636 102,536 90,000 0

伊東 隆吉 109,780 16,092 125,872 90,000 0

元野 景一 98,300 98,300 90,000 0

川口 幸義 20,094 20,440 40,534 40,534 49,466

奥 輝人 58,648 10,210 2,800 71,658 71,658 18,342

竹山 耕平 76,425 15,000 1,760 17,320 110,505 90,000 0

橋口 和仁 12,372 12,372 12,372 77,628

多田 義一 40,000 37,801 77,801 77,801 12,199

安田 壮平 78,700 16,000 94,700 90,000 0

西 公郎 125,642 125,642 90,000 0

林山 克巳 23,160 15,000 38,160 38,160 51,840

松山 さおり 15,000 9,220 24,220 24,220 65,780

弓削 洋平 28,800 44,000 492 3,080 76,372 76,372 13,628

永田 清裕 640 5,870 6,510 6,510 83,490

奥 晃郎 5,449 5,449 5,449 84,551

正野 卓矢 75,000 25,278 6,564 106,842 90,000 0

総計 433,625 85,000 302,710 37,801 280,341 140,967 108,550 1,388,994 1,254,597 725,403

構成比 31.2% 6.1% 21.8% 2.7% 20.2% 10.1% 7.8% 100.0%

領収書や収支報告書などは議会事務局に保管されています。
これらの資料の閲覧を希望される方は、議会事務局までお越しください。詳細については閲覧可能です
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政務活動費報告平成 31 年度
令 和 元 年 度

議員１人当たり月額２万 2,500 円　計 18 万円を上限に交付し
全体の交付申請額 432 万円のうち 256 万円（ 59.2％ ）を活用しました

平成３１年４月 ～ 令和元年１１月

項目
〈支出額の使途〉

支出額
合計

政務活動
費の

支出額
市への
返還金調査

研究費 研修費 広報費 資料
作成費

資料
購入費 人件費 事務所

費

共産党 
崎田 信正 

三島 照
38,880 45,220 216,540 300,640 300,640 59,360

橋口 耕太郎 11,880 3,500 15,380 15,380 164,620

与 勝広 24,492 24,492 24,492 155,508

大迫 勝史 46,965 46,965 46,965 133,035

栄 ヤスエ 140,308 16,200 156,508 156,508 23,492

関 誠之 89,800 78,150 29,116 197,066 180,000 0

伊東 隆吉 148,420 32,184 180,604 180,000 0

元野 景一 205,800 205,800 180,000 0

川口 幸義 156,600 7,598 30,800 194,998 180,000 0

奥 輝人 83,008 5,600 88,608 88,608 91,392

里 秀和 66,140 54,390 120,530 120,530 59,470

竹山 耕平 126,550 34,640 161,190 161,190 18,810

橋口 和仁 32,400 24,744 57,144 57,144 122,856

多田 義一 0 0 180,000

安田 壮平 155,120 32,000 187,120 180,000 0

西 公郎 197,067 197,067 180,000 0

林山 克巳 0 0 180,000

松山 さおり 29,140 29,140 29,140 150,860

渡 雅之 31,706 38,437 70,143 70,143 109,857

平川 久嘉 13,430 28,300 14,496 44,043 26,806 127,075 127,075 52,925

津畑 誠 36,924 36,924 36,924 143,076

戸内 恭次 53,201 72,000 125,201 125,201 54,799

師玉 敏代 38,840 56,850 28,424 124,114 124,114 55,886

総　計 997,015 156,940 361,400 306,561 509,447 72,000 243,346 2,646,709 2,564,054 1,755,946

構　成　比 37.7% 5.9% 13.7% 11.6% 19.2% 2.7% 9.2% 100.0%



令和２年９月 12

議会報告会当日のアンケートから

行政当局からの回答 市民の皆様からいただいたご質問やご意見について
行政当局からの回答をご紹介します。

回答者の男女比・年齢層

２０代：　　　０人
３０代：　　　０人
４０代：　　　７人
５０代：　　１４人
６０代：　　２１人
７０代：　　１２人
８０代以上：　０人
無回答：　　　３人

年齢層

男女比

男性：　４４人
女性：　　８人
無回答：　５人

回答率

71.3%

議会報告会に参加した感想を教えてください。
・初めて参加したが、このような場があることを知れてよかった。
・今後もこのような機会を多く設けてほしい。もっと若い方にも参加していただきたい。
・時間が短すぎる。・住民の参加者が少ない。

知りたい情報は何ですか。
・市民や市民生活に密着した情報
・議員各々の考え方や思い
・議会でどのようなことを行ったか
・議員個人の政務活動について

議会に望むことは何ですか。
・気軽に話せる場があれば良い
・�議会報告会に若者が参加しやすい空気を意識
して作るべき

・住民目線で頑張ってほしい

皆さまから貴重なご意見やご要望をいただきました。今後の議員活動の中で有意義に
活用させていただきます。議会報告会へ参加していただきありがとうございました。

Q ２　コロナウイルスの対策として、奄
美空港や名瀬新港でどのようになってい
るのか、市としての対策を知りたい。

Ａ．奄美空港においては、3月 23 日より
サーモグラフィーによる体表温の測定を鹿
児島県が行っています。奄美市は 4月 20
日から、全降客への注意喚起のチラシ配布
と、体温が高い方への追跡確認を行ってい
ます。また、4月 29 日からは名瀬新港に
おいても同様に行っています。

Q １　三太郎の里を中心とした観光地、
内海整備について、住民要望や意見を聞
いて住民に喜ばれる施設として機能する
ように要望します。

Ａ．内海自由広場の遊具の選定については
広く市民の意見を聞くプロポーザル方式を
導入し、整備いたしました経緯がございま
す。これからも、住民の皆様に喜ばれる施
設整備を行うために、今後も住民の要望や
意見を聞いてまいりたいと考えております
ので、ご理解いただきますようお願い申し
上げます。
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議 報会 会告回14第
　奄美市議会では、開かれた議会をめざして市民の皆さまに議会の活動状況をお知らせし、
皆さまからのご意見を市政に反映させるために議会報告会を実施しています。皆さまから
の貴重なご意見は、今後の議会報告会のあり方や議会運営の参考とさせていただきます。
第 14 回議会報告会は、２月 14 日に市内３か所で開催されました。

名瀬会場
地と知の交流拠点施設

（新川ふれあい館）

参加者数　　　名30

担当議員
・荒田　幸司・元野　景一
・安田　壮平・西　公郎
・奥　輝人　・正野　卓矢
・大迫　勝史・多田　義一

住用会場
住用総合支所

参加者数　　　名25

担当議員
・弓削　洋平　・竹山　耕平
・橋口　耕太郎・与　勝広
・﨑田　信正　・林山　克巳
・伊東　隆吉

笠利会場
笠利総合支所

参加者数　　　名25

担当議員
・栄　ヤスエ・松山　さおり
・関　誠之　・橋口　和仁
・永田　清裕・奥　晃郎
・川口　幸義
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　市民の方々に対し議会の内容を知ってもらうため、定例会の録画配信を YouTube（ユーチューブ）

にて行っております。本会議や一般質問の様子が動画にて視聴できますので、是非ご覧ください。

●奄美市ホームページから視聴する場合

　（http://www.city.amami.lg.jp）

ホーム＞奄美市議会＞議会録画配信

● YouTube（ユーチューブ）から直接視聴する場合

　（https://www.youtube.com）

ホーム画面の検索窓にて「奄美市議会」と入力

議会録画配信 を視聴しませんか？

永年在職議員表彰

　本年５月の第 96 回全国市議会議長会定期総会

で、多田義一議員が 15 年永年在職議員表彰を受

け、第２回定例会の最終本会議終了後に表彰状の

伝達式を行いました。なお、大迫勝史議員も在職

15 年の対象者でしたが、党の方針で辞退されて

おります。

コロナウィルス感染症
勉強会

　奄美市議会では、５月 13 日に記念クリニック

奄美（アマンデー）の佐野常男先生を講師にお招

きし、コロナウィルス感染症に関する基本知識や

対処法等についての勉強会を実施しました。
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新型コロナウイルス感染症対
策に関する早急かつ円滑な実

施を求める要望書

　新型コロナウイルス感染症の対応を強く求める

要望を議会として取りまとめ、「市民への情報周知

を早急かつ適時に行い、感染症予防のための行動

を促すとともに、不安の払拭に努めること」など

計６項目を求める要望書を、４月８日に朝山毅市

長に対し提出しました。

新型コロナウイルス感染症へ
の対応を求める要望書

　奄美市議会は、５月 11 日と５月 13 日に全員

協議会を開催し、新型コロナウイルス感染症対策

として、経済対策、感染防止対策、行財政対策を

柱に、早急かつ円滑な実施を求める要望を議会と

してとりまとめ、５月 14 日に朝山市長に対し要

望書を提出しました。

新型コロナウイルス対策

　奄美市議会では新型コロナウイルス対策として、手指の消毒や、議場及び傍聴席のドアの開

放などを行っております。また、感染拡大防止の観点より、会議を傍聴する際は、マスクの着用、

人と人の距離をとるなどの対策を講じてください。また、風邪の症状（発熱や咳など）がある場

合はご来場をお控えください。本会議（一般質問）については、ライブ配信を行っておりますの

で是非ご利用ください。
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奄
美
地
方
で
は
、
71
日
間
と
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う
長
か
っ
た
梅

雨
期
間
が
、
よ
う
や
く
終
わ
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を
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げ
ま
し
た
。

太
平
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高
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の
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へ
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前
線
が
停
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れ
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な
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々
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、
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も
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い
収
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と
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の
皆
様
方
が
安
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・
安

全
に
日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
切
に
願
い
ま
す
。
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第３回定例会の予定

一般質問

本会議

最終
本会議

編集あとがき

【５月】

　７日 議会運営委員会

１１日 全員協議会

１２日 全員協議会

　　　 コロナ感染防止議員研修会

１４日 要望書提出

１５日 全員協議会

【６月】

　２日 懲罰特別委員会

　　　 奄美テレビ　議長取材

　３日 議会運営員会

１２日 第２回定例会開会・本会議

　　　 全員協議会

１５日 一般質問

１６日 一般質問

１７日 一般質問

１９日 本会議

　　　 会派代表者会

２２日 文教厚生委員会

２３日 産業建設委員会

２４日 総務企画委員会

２９日 議会運営員会

【７月】

　１日 最終本会議

　　　 永年在職議員表彰伝達式

　８日 全国市議会議長会

　　　   社会文教委員会 /東京都

１６日 奄美テレビ　議長取材

１７日 会派代表者会

議会の動き

常任委員会

「傍聴」*
事前連絡は不要です

奄美市役所名瀬庁舎８階
にお越しください。

議会をご覧になりませんか？

開会

「議会中継」
議会の様子を

インターネットで
生中継しています。

決算委員会

* 傍聴の際は新型コロナウイルス対策へのご協力をお願いいたします。
   詳しくは 15 ページをご覧ください。


